
世界遺産管理に係る主な取組状況 

取組項目 概要 

1．村民生活に直

接的に係る取組 

◆集落・農地でのネズミ

対策 

【資料 1-1】 

・父島・母島の集落内での一斉防除を今冬実施予定。 

・父島・母島において、カゴ罠の無料貸し出しを継続して実施 

・母島農地にいて、殺鼠剤に加え、ベイトステーションの購入補助を

実施 

 

 ◆動物対処室の運営 

【資料 1-2】 

・関係機関・団体が保護した希少動物等の治療、リハビリ補助 

・ペット由来の外来種を生み出さないための適正飼養の推進 

 

 ◆愛玩動物に関する検討 

【資料 1-3】 

・愛玩動物ＷＧにおいてペット等の適正管理に関する制度骨子を策定

・小笠原村において、条例化を検討 

 

 ◆村民参加の森づくりプ

ロジェクト 

【資料 1-4】 

・返還 50 周年を契機に「オガサワラグワ」の森づくりを実施。 

・平成 30 年度は、村民参加型のイベントを父島、母島においてそれ

ぞれ４回実施予定。 

・イベントでは、オガサワラグワ等の植樹するほか、そのための地な

らし、近自然工法による階段づくりなど実施。 

 

 ◆ボランティア環境教育 

【資料 1-5】 

・父島ボランティア、母島ボランティア、東京農大等のボランティア

の開催、村内及び内地の教育機関向けの環境教育の実施。 

 

2．植生に係る取

組 

◆固有森林生態系保全・

修復等事業 

【資料 1-6】 

・弟島、兄島、父島、母島で外来植物駆除を実施中。兄島では植栽試

験を続行。 

・母島では新たにアカギ伐根の樹皮を剥離し萌芽抑制効果をモニタリ

ング。 

・弟島では、オガサワラグワのシロアリに対する対処療法の検討及び

樹勢回復と稚樹の保全を実施する。 
 

 ◆森林生態系の維持再生 

（母島北部アカギ駆除） 

【資料 1-7】 

・平成 21 年度から母島北部民有地で駆除を開始し、アカギの本数を

減らすことが出来ている。 

・駆除後は、光環境が改善し、コブガシやモクタチバナなどが成長・

開花、沢沿いの一部ではトンボ類の確認数の増加傾向がみられる。

 

 ◆希少植物保護増殖事業 

【資料 1-8】 

・国内希少植物 12 種の保護増殖事業を継続。 

・種により、状況・課題が異なる。ノヤギの駆除等により回復が見込

まれる種がある一方、開花や結実、発芽が見られないなどの課題が

ある種もある。 

 

 ◆C ライン事業（兄島） 

【資料 1-9】 

・平成 30 年 3 月に植生保全の為のアノ―ル防除柵が完成。 

・引き続き維持管理を実施予定。 

 

 ◆ネズミ対策（媒島） 

【資料 1-10】 

・手撒きによる殺鼠剤散布作業を実施。 

・媒島は夏冬２回実施、嫁島は来年度以降実施予定。 

 

 ◆ネズミ対策（南島） 

【資料 1-11】 

・センサーカメラによるモニタリングと、ベイトステーションによる

駆除を継続。 

・殺鼠剤への対毒性調査のため、捕獲を実施中。 

 

 ◆ノヤギ対策 

【資料 1-12】 

・5か年程度で計画的にノヤギの根絶を目指す。 

・今年度は 180 頭捕獲を目指し、2月までノヤギ排除作業を実施。 
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取組項目 概要 

2．植生に係る取

組（続き） 

◆小笠原諸島における 

 在来樹木による 

森林の修復手法の開発 

【資料 1-13】 

・今年度から開始した補助事業（事業期間 5年間）で、父島列島と母

島列島とで実施。 

・これまでに実施した外来植物駆除や植栽試験のレビュー、文献調査

等を行い、その成果を整理・分析し、広く活用できるよう体系化を

目指す。 

・外来植物駆除に加え、播種・植栽等により在来植生の導入を図るこ

とで、早期の森林修復が可能となるよう実証試験を行う。 

・その他、安全で安定的な苗木づくりの技術開発を検討する。 

 

3．陸産貝類に係

る取組 

◆陸産貝類域内保全対策

（個体群再生等） 

【資料 1-14】 

・父島列島での個体群再生を目指し、巽島への補強、南島への再導入

を検討。現在、環境調査や再生計画の検討を実施中。 

・ウズムシが侵入していない母島においては、侵入リスクの高い土付

き苗対策などの侵入防止策・体制等の確立を検討している。 

 

 ◆陸産貝類域内保全 

（兄島等ネズミ対策） 

【資料 1-15】 

・平成 28 年 8 月の殺鼠材散布、BS 対策により、カタマイマイ属・ヤ

マキサゴ属の生息密度は回復、微増傾向。 

・平成 29 年７月に、クマネズミが確認され、今年度、増えている可

能性があり、状況を確認中。 

・今年度、陸産貝類の重要保全エリアを拡充してベイトステーション

を追加・設置する等、対策を進めている。 

 

 ◆陸産貝類域内保全 

（ツヤオオズアリ対

策） 

【資料 1-16】 

＜①母島・南崎＞ 

・固有陸産貝類であるノミガイ類を保全するため、アリの生息範囲を

囲うようにベイト剤を設置し、押さえ込みに成功。 

・対策範囲を徐々に内側に展開しているところ。 

 

＜②母島・北港＞ 

・平成 27 年 10 月から駆除及びモニタリングを実施。 

・現在、継続的な確認はされていないが、季節によって巣が移動する

などの困難性があり、根絶には至っていない。 

 

＜③母島・農地等＞ 

・平成 29 年度から母島の農地等（蝙蝠谷農業団地、見廻山農業団地、

農協集出荷場）で駆除を実施。根絶に向けて継続中。 

 

＜④父島・宮之浜園地＞ 

・平成 29 年 5 月から駆除を実施。 

・現在、Dエリアのみで出現が継続中。 

・引き続き、駆除及びモニタリングを継続。 

 
 ◆陸産貝類生息域外保全 

【資料 1-17】 
・世界遺産センター保護増殖室と扇浦屋外飼育施設、4動物園で域外

保全を実施。 

・遺産センターでは 6種 13 個体群を飼育し、全ての種で繁殖が成功。

・飼育スペースがほぼ上限に達しているため、遺伝解析により、地域

個体群の統合等効率化を図る。 

・屋外飼育手法の確立に向けて給餌、施設タイプを試行。 
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取組項目 概要 

4．昆虫類に係る

取組 

◆固有昆虫保全 

（グリーアノール対策） 

【資料 1-18】 

＜兄島＞ 

・Ｂライン以北へのアノール拡散防止を概ね維持できているが生息密

度の高い箇所が増えつつある。 

・一昨年度の干ばつの影響から昆虫類の個体数は回復していない。 

・アノールの影響と思われるヒメカタゾウムシの減少傾向が確認さ

れ、今後の対策について検討を開始。 

＜母島新夕日ヶ丘＞ 

・侵入防止柵内では、侵入抑制と捕獲により固有昆虫類への捕食影響

を低減出来ている。 

 

 ◆固有昆虫類保全 

（保護増殖事業） 

【資料 1-19】 

・オガサワラハンミョウは、平成 27 年度より再導入を実施している

が、今年度は蛹化が進まず放逐できた個体数は少なかった。 

・希少トンボ類は、生息状況のモニタリング、トンボ池の管理、外来

樹木の伐採等の環境改善を継続実施。 

・オガサワラシジミは、６月からほぼ確認されておらず、危機的な状

況。今後の対応について検討し、多摩動物公園の域外飼育個体群を

安定的に維持するための体制構築、域内の生息環境改善を図ってい

く。 

 

5．ほ乳類、鳥類

に係る取組 

◆希少野生動物保全 

（アカガシラカラスバ

ト、オオコウモリ） 

【資料 1-20】 

・ハトの個体数は増加傾向にあると推定されるが、個体群が安定して

いる状態とは言えない。 

・ノネコのリバウンドにより増加傾向は見られない。個体数推定や域

外保全での自然育雛の技術確立などが課題。 

・コウモリについては、平成 29 年に保護増殖検討会を設置。今年度

は母島の冬期集団ねぐら調査等を実施。 

 

 ◆希少鳥類保護管理対策

調査事業 

【資料 1-21】 

・アカガシラカラスバトは、今まで観察数の少なかった営巣や群が観

察された。 

・オガサワラカワラヒワは、例年に比べて目撃数が減少しており、個

体数の減少が推測される。今後の生存可能性を分析した結果、ノネ

コの補食やネズミによる繁殖阻害が続くと絶滅リスクが増加する

ことが明らかになった。 

・オガサワラノスリは 20 ペアが定着し、9ペアで繁殖成功。 

 

 ◆希少野生動物保全 

（ノネコ捕獲対策） 

【資料 1-22】 

 

・父島では、早期の完全排除を目指し、捕獲圧の強化、効率的な捕獲

の試行、実施。 

・母島では、保全対象種の繁殖・生息地が重複する南部地域を中心に

ノネコの捕獲を実施。 

 

6．その他の取組 ◆小笠原世界遺産センタ

ーの運営 

【資料 1-23】 

・地域や観光客に世界自然遺産の価値等を伝えていくため、企画展や

イベント等を実施 

・外来種対策のため、属島に持ち込む資材や道具などを燻蒸室や冷凍

室にて処理。 

 

 ◆海域の気候変動モニタ

リングとオニヒトデ対

策 

【資料 1-24】 

・気候変動モニタリングの一つとして、海水温の計測を継続。今年度

は海水温が高く、宮之浜ではサンゴの白化現象が見られた。大規模

な影響は無かった。 

・平成 28 年度に二見湾で、オニヒトデの密度が高くなっているとの

報告があり、平成 29 年度から調査と試験的な駆除（28 個体）を実

施。 
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